




(1)はじめに

従来障害児への支援は、保健サービスまたは福祉サービスという形で実施されてきた。保

健と福祉の希求するところは Well-Being と同一のものであるにもかかわらず、わが国に

おいては政治的・社会的推移の影響下に、各々が別個の立場からの歴史を刻んできた。そ

れ故支援を受ける側中心の一貫したサービスの提供という面では、今後さらに保健と福祉

の有効な連携を図る必要があろう。

従って、本研究では、今後の保健と福祉の連携を促進するべく、その現状を把握し、ある

べき姿を構築するに際しての基礎的資料とするものである。


